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平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
ま
し
ょ
う

　
　そ
の
火
そ
の
時

　そ
の
場
所
で

　

平
成
二
十
八
年
度
消
防
団
員
確

保
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
出
発
式
が
十
月

八
日
（
土
）
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
前
広
場

　

十
月
八
日
（
土
）
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
松
山
市
大
手
町
の
ホ
テ

ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
松
山
に
お
い

て
、
愛
媛
県
消
防
団
員
意
見
発
表

会
並
び
に
正
副
団
長
消
防
長
等
研

修
会
を
開
催
し
た
。

　

県
内
の
各
消
防
団
長
・
消
防
長

ほ
か
百
二
十
五
名
が
参
加
し
、
萬

條
業
務
執
行
理
事
の
開
会
の
こ
と

ば
、
土
居
協
会
長
の
開
催
あ
い
さ

つ
の
後
、
意
見
発
表
会
に
移
り
、

愛
媛
新
聞
社
編
集
局
次
長　

池
田

正
人
様
、
愛
媛
県
県
民
環
境
部
防

災
局
消
防
防
災
安
全
課
長　

永
井

孝
様
、
愛
媛
県
消
防
長
会
長　

芳

野
浩
三
様
、土
居
協
会
長
、萬
條
・

井
戸
・
中
川
各
業
務
執
行
理
事
の

七
名
が
審
査
を
行
っ
た
。

　

発
表
者
は
、
各
支
部
か
ら
一
名

選
出
し
、
四
国
中
央
市
消
防
団　

寺
尾
進
太
郎
氏
が
「
あ
た
り
前
の

こ
と
を
あ
た
り
前
に
」、
松
前
町

消
防
団　

池
内
泰
介
氏
が
「
消
防

団
と
私
～
父
の
背
中
を
追
い
か
け

て
～
」、
西
予
市
消
防
団　

中
山

知
哉
氏
が
「
地
域
消
防
団
と
の
か

か
わ
り
」
と
題
し
意
見
発
表
を
行

い
、
池
田
審
査
長
か
ら
講
評
及
び

審
査
結
果
の
発
表
の
後
、
土
居
協

会
長
が
表
彰
を
行
っ
た
。

審
査
結
果

【
最
優
秀
賞
】

松
前
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

池
内　

泰
介　

氏

【
優
秀
賞
】

四
国
中
央
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

寺
尾
進
太
郎　

氏

西
予
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

中
山　

知
哉　

氏

　

休
憩
後
の
研
修
会
で
は
、
国
土

交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
企
画
部

　

愛
媛
県
消
防
学
校
初
任
教
育
課
程

卒
業
式
が
九
月
二
十
三
日
（
金
）
県

消
防
学
校
大
教
室
に
お
い
て
、
中
久

保
防
災
局
長
を
は
じ
め
芳
野
消
防
長

会
長
、
土
居
協
会
長
、
訓
練
生
の
各

所
属
長
が
出
席
し
、
初
任
科
教
育
訓

練
を
終
え
た
五
十
八
名
の
卒
業
式

が
、
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
氏
名
を
読

み
上
げ
代
表
者
に
卒
業
証
書
の
授
与

が
行
わ
れ
た
後
、
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
、
敢
闘
賞
、
愛
媛
県
消
防
長
会
表

彰
の
褒
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
近
藤
学
校
長
か
ら
「
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
校

に
入
校
し
六
カ
月
間
に
わ
た
り
、
消

防
に
関
す
る
広
範
な
知
識
や
技
術
・

技
能
の
習
得
に
努
め
る
と
と
も
に
、

風
雨
や
猛
暑
酷
暑
の
中
汗
と
泥
に
ま

み
れ
な
が
ら
厳
し
い
訓
練
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
互
い
に
切
磋
琢
磨

す
る
中
で
『
安
全
』『
確
実
』『
迅

と
い
う
重
責
を
自
覚
し
そ
の
職
務
に

責
任
感
と
使
命
感
を
持
っ
て
人
命
救

助
に
全
力
で
臨
む
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
、
卒

業
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
卒
業
生
は
、
指
導

教
官
や
同
期
生
と
の
別
れ
を
惜
し
み

な
が
ら
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

【
褒
賞
受
賞
者
】

○
最
優
秀
賞

　
　

新
居
浜
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

大
川　

勇
介

○
優
秀
賞

　
　

松
山
市
消
防
局　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

藤　
　

健
次

　
　

松
山
市
消
防
局

　
　
　
　
　
　
　
　

武
市　

允
希

　
　

宇
和
島
地
区
広
域
（
事
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
時
之
進

○
敢
闘
賞

　
　

東
温
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

駿
平

　
　

松
山
市
消
防
局

　
　
　
　
　
　
　
　

今
村　

凌
晟

○
愛
媛
県
消
防
長
会
表
彰

　
　

西
条
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
井　

翔
伍

た
だ
い
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
訓
練
生
総
代

の
西
条
市
消
防
本
部　

髙
井
翔
伍
訓

練
生
か
ら
「
厳
正
な
規
律
と
礼
節
に

伴
い
訓
練
で
は
体
力
面
・
精
神
面
で

困
難
な
場
面
に
幾
度
と
な
く
ぶ
つ
か

り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
仲
間
と

助
け
合
い
、
高
め
合
い
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
先
様
々
な
重

圧
で
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
と

思
う
が
、
こ
の
半
年
間
で
学
ん
だ
こ

と
を
糧
に
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

よ
う
地
域
社
会
の
安
全
安
心
を
担
う

速
』
を
中
心
に
仲
間
を
大
切
に
す
る

こ
と
、
助
け
た
い
気
持
ち
を
持
ち
続

け
る
こ
と
等
々
、
消
防
人
と
し
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
エ
ッ

セ
ン
ス
を
学
び
、
九
月
十
日
に
実
施

し
た
実
技
訓
練
発
表
会
で
は
、
頼
も

し
く
ま
た
、
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
消
防
の
現
場

と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
が
決
し
て
あ
き
ら
め

な
い
気
持
ち
や
自
信
と
勇
気
を
も
っ

て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
式
辞
が
あ

り
、
臨
席
し
た
来
賓
か
ら
祝
辞
を
い

え
た
社
会
資
本
の
整
備
等
に
つ
い

て
講
演
が
あ
っ
た
。
国
土
交
通
省

や
四
国
整
備
局
に
対
す
る
理
解
も

深
ま
り
、
ま
た
、
来
る
べ
き
巨
大

地
震
に
対
す
る
様
々
な
情
報
を
共

に
お
い
て
、
愛
媛
県
県
民
環
境
部

防
災
局
消
防
防
災
安
全
課
長　

永

井
孝
様
を
始
め
、
県
下
各
市
町
消

防
団
長
ら
約
八
十
人
が
参
加
し

た
。

　

消
防
防
災
安
全
課　

永
井
課
長

か
ら
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
に

立
ち
向
か
う
に
は
消
防
団
の
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
で
す
。
地
域
が
消

防
団
を
応
援
す
る
機
運
醸
成
が

愛
媛
県
消
防
学
校

　
　初
任
教
育
課
程
卒
業
式

第
五
十
四
回
（
平
成
二
十
七
年
度
）

正
副
団
長
消
防
長
等
研
修
会

平
成
二
十
八
年
度

部
長　

畠
中
秀
人
様
を
講
師
に
迎

え
「
四
国
の
防
災
・
減
災
と
社
会

資
本
の
整
備
」
と
題
し
て
、
四
国

地
方
整
備
局
の
仕
事
を
始
め
、
大

規
模
災
害
時
の
対
応
や
被
害
に
備

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

講
演
の
後
、
中
川
業
務
執
行
理
事

の
閉
会
の
こ
と
ば
で
研
修
会
を
終

了
し
た
。

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。」
と
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
萬
條
・
井
戸
・
中
川

各
業
務
執
行
理
事
か
ら
「
県
民
の

安
全
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
消
防
団
が
活
動
し
や
す
い
環

境
を
作
り
、
地
域
防
災
力
の
充
実

強
化
に
努
め
『
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛

媛
づ
く
り
』
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。」
と
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
出
動
に

向
け
全
員
で
『
勝
ど
き
』
を
行
っ

た
後
、
松
山
駅
周
辺
か
ら
城
山
公

園
に
向
け
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
を

行
い
市
民
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

消
防
団
員
確
保

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
出
発
式

愛
媛
県
消
防
団
員
意
見
発
表
会
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女
性
消
防
団
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

「
女
性
消
防
団
員
体
力
錬
成

　レ
ク
バ
レ
ー
大
会
」
に
参
加
し
て

井い 

戸ど　

善よ
し 

昭あ
き

一
般
住
民
の
防
災
活
動
等

　

全
国
的
に
減
少
の
続
く
消
防
団
員

の
確
保
を
最
優
先
事
項
と
し
て
捉

え
、
各
地
自
体
で
は
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年
に
お
け
る
消

防
団
員
の
高
齢
化
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
消
防
団
員
の

確
保
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
に
よ
り
、
効
果
的
な
住
民
指

導
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
女
性
消
防
団
員
の
採
用
が
全
国

　

現
在
、
四
国
中
央
市
消
防
団
に
は

十
二
名
の
女
性
消
防
団
員
が
在
籍
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
団
本
部
に
八

名
、
伊
予
三
島
方
面
隊
に
四
名
所
属

し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
団
本
部
女

性
部
は
活
動
を
開
始
し
て
二
年
目
に

な
り
ま
す
。
当
初
は
わ
ず
か
四
名
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
皆
が
右
も
左
も
わ

か
ら
ず
、
気
持
ち
だ
け
が
焦
っ
て
い

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

　

一
年
目
の
活
動
内
容
と
し
ま
し
て

　

私
た
ち
の
防
災
会
を
紹
介
し
ま

す
。
城
廻
自
治
会
防
災
会
は
、
平
成

二
十
一
年
三
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
我
々
の
地
域
内
で
は
、
急
傾
斜

地
区
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
危

険
箇
所
が
点
在
し
て
お
り
、
自
然
災

害
も
幾
度
と
な
く
発
生
し
水
害
や
土

砂
災
害
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
背
景
も
あ
り
、
地
域
住
民
の

防
災
意
識
も
高
く
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
自
主
防
災
訓
練
は
、
多
く
の
参

加
者
の
も
と
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
訓
練
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

内
で
も
地
域
ご
と
に
驚
異
と
な
る
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
自
治
会
内
の
区
別
に
毎
年
独

自
の
防
災
訓
練
を
企
画
・
立
案
し
、

そ
れ
を
受
け
て
防
災
会
本
部
役
員
と

地
区
役
員
及
び
地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

消
防
署
や
地
元
消
防
団
と
の
連
携
も

密
に
し
て
お
り
合
同
で
の
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
、
力
を
入
れ
た
活
動
が
、
避
難
所

開
設
・
運
営
に
か
か
る
訓
練
で
す
。

昨
年
、
愛
媛
県
実
施
の
避
難
所
運
営

リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
、
実
施
さ

（
公
財
）
愛
媛
県
消
防
協
会
業
務
執
行
理
事

　
　
　
　

中
予
支
部
長

女
性
消
防
団
員
の
普
及
を
目
指
し
て

久く 

門も
ん　

美み

き

こ
紀
子

四
国
中
央
市
消
防
団
本
部　

班
長

あ
な
た
は

　災
害
時

　避
難
場
所
・

避
難
所
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？長な

が 

岡お
か　

靖や
す 

人ひ
と

城
廻
自
治
会
防
災
会　

会
長

れ
た
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ

（
ハ
グ
）
を
通
じ
避
難
所
運
営
の

難
し
さ
を
痛
感
し
、
こ
う
い
っ
た　

よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
行
っ
て
行
く

必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
其
の

上
、
最
近
で
は
直
下
型
地
震
や
土

砂
災
害
・
大
水
害
が
発
生
し
被
災
し

た
住
民
が
避
難
所
に
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
き
び
き

び
と
し
た
防
災
会
の
活
動
が
よ
く
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。有
事
の
際
、我
々

防
災
会
は
活
動
で
き
る
か
と
て
も
不

安
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
思
い
も
あ

り
、
そ
の
後
、
町
防
災
担
当
危
機
管

理
班
へ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
実
施
の
た
め
の
資
機

材
購
入
を
要
望
し
、
町
に
お
い
て
も

そ
の
有
用
性
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
早
速
今
年
度
整
備
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
防
災
担
当
部
局
の
口

添
え
も
あ
り
図
上
訓
練
の
専
門
講
師

を
招
い
て
、
城
廻
自
治
会
単
独
で
の

訓
練
を
実
施
し
、
避
難
所
開
設
・
運

営
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
や

そ
の
解
決
の
手
段
な
ど
に
つ
い
て
、

参
加
者
か
ら
は
多
く
の
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か　

防
災
士
や
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
育
成
、
研
修
会
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
自
分
達
の
地
域
は
自
分
達
で
守

る
と
言
う
信
念
の
も
と
、
防
災
意
識

を
高
め
知
識
や
技
術
の
更
な
る
向
上

を
目
指
し
て
、
繰
り
返
し
な
が
ら
、

継
続
し
訓
練
を
行
う
事
が
重
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
地
域
一
丸

と
な
っ
て
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ

く
り
の
備
え
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
居
住
区
の
避
難
場
所

　

避
難
所
へ
の
道
の
り
を
日
頃
の
散

歩
コ
ー
ス
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

は
出
初
め
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
対
応

や
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中

に
、
地
元
で
開
催
さ
れ
て
い
る
産
業

祭
で
の
女
性
消
防
団
員
加
入
促
進
運

動
で
し
た
。 

そ
の
時
に
感
じ
た
こ

と
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
女
性
消
防
団

員
の
活
動
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
で
し
た
。

　

二
年
目
で
あ
る
今
年
は
仕
事
と
家

庭
を
両
立
し
な
が
ら
も
、
消
防
団
員

と
し
て
知
識
と
技
術
の
向
上
を
目
指

し
、
応
急
手
当
普
及
員
と
な
り
、
現

在
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
な
ど
救
急
救
命
の
普
及
に
努

め
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
署

職
員
指
導
に
よ
る
消
火
栓
取
扱
い
訓

練
を
実
放
水
で
行
う
な
ど
、
恵
ま
れ

た
環
境
で
学
べ
る
こ
と
に
日
々
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操

法
に
つ
い
て
は
隣
市
で
あ
る
新
居
浜

市
女
性
消
防
団
の
皆
様
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
合
同
練
習
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

女
性
同
士
、
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

日
々
活
動
の
幅
を
広
げ
て
お
り
ま

す
。 

万
一
の
災
害
に
備
え
て
私
た

ち
女
性
消
防
団
員
が
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
は
地
域
の
防
災
、
減
災
の
啓
発

活
動
だ
と
思
い
ま
す
。 

市
民
の
皆

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
が
一

丸
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

的
に
広
が
り
、
現
在
で
は
全
国
で
約

二
万
四
千
人
の
女
性
消
防
団
員
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
中
予

支
部
管
内
で
は
百
七
十
四
人
の
女
性

消
防
団
員
が
各
市
町
の
実
情
に
合
っ

た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

中
予
支
部
で
は
、
こ
の
女
性
消
防

団
員
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
消

防
団
そ
の
も
の
を
元
気
に
し
よ
う

と
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
「
女
性
消

防
団
員
体
力
錬
成
レ
ク
バ
レ
ー
大

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
九

月
十
七
日
（
土
）
に
松
前
公
園
体
育

館
に
お
い
て
、
女
性
消
防
団
員
や
消

防
団
幹
部
、
ま
た
、
各
市
町
の
消
防

職
員
な
ど
約
九
十
名
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
中
予
支
部
消
防
の
さ
ら
な
る

連
携
強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
の
大
会
結
果
は
、
王

者
松
前
町
が
七
連
覇
、
第
二
位
が
東

温
市
、
第
三
位
が
伊
予
市
で
あ
り
、

打
倒
松
前
町
で
臨
ん
だ
大
会
で
し
た

が
、
日
頃
か
ら
体
力
錬
成
で
レ
ク
バ

レ
ー
を
行
っ
て
い
る
松
前
町
に
は
一

歩
及
ば
ず
、
悔
し
涙
を
流
し
た
女
性

団
員
も
い
た
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

今
回
大
会
に
参
加
し
て
、
女
性
消
防

団
員
の
「
元
気
」
を
改
め
て
感
じ
、

そ
れ
に
つ
ら
れ
消
防
団
の
幹
部
や
職

員
の
皆
さ
ん
も
元
気
に
な
れ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
中
予
支
部
で
は
体
力

錬
成
大
会
を
は
じ
め
、
十
月
二
十
三

日
（
日
）
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
「
女
性
消
防
強
化
対
策
研
修
会
」

な
ど
、
女
性
消
防
団
員
が
交
流
で
き

る
場
を
積
極
的
に
設
け
、
互
い
に
刺

激
し
あ
い
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
こ
と

で
女
性
消
防
団
が
活
性
化
し
、
こ
れ

が
結
果
的
に
消
防
団
員
の
確
保
や
充

実
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
心
か
ら

願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
消
防
協
会
で
事
業

展
開
し
て
い
る
「
消
防
団
員
確
保
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
」
や
「
女
性
消
防
団
員

加
入
促
進
ア
ピ
ー
ル
大
会
」
も
皆
さ

ん
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
成
功

裏
に
収
め
、
こ
れ
か
ら
の
愛
媛
消
防

を
元
気
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
「
第

三
十
五
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊

祭
」
が
、
九
月
二
十
九
日
（
木
）
午

前
十
時
か
ら
日
本
消
防
会
館
内
「
ニ

ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
内

閣
総
理
大
臣
代
理
萩
生
田
内
閣
官
房

副
長
官
、
総
務
大
臣
代
理
原
田
総
務

副
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
来

賓
並
び
に
全
国
の
消
防
関
係
者
が
参

列
の
も
と
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
全
国
の
消

防
殉
職
者
並
び
に
消
防
協
力
受
難
者

は
、
愛
媛
県
の
六
十
五
柱
を
含
む
五

千
六
百
九
十
二
柱
と
な
り
、
こ
の
た

び
新
た
四
柱
の
御
霊
が
合
祀
さ
れ
、

参
列
者
約
七
〇
〇
名
に
よ
る
消
防
殉

職
者
に
対
す
る
黙
と
う
、
秋
本
敏
文

日
本
消
防
協
会
長
か
ら
、「
東
日
本

大
震
災
後
も
住
宅
火
災
な
ど
の
ほ

か
、台
風
、集
中
豪
雨
、火
山
噴
火
、

竜
巻
な
ど
様
々
な
災
害
が
相
次
ぎ
、

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

第
三
十
五
回

九
月
二
十
九
日
（
木
）
　ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

　

第
二
十
九
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大

会
が
、
七
月
三
十
一
日
（
日
）、
愛

媛
県
消
防
学
校
大
規
模
訓
練
場
で
行

わ
れ
、
各
市
町
（
各
地
区
）
大
会
を

　

日
本
消
防
協
会
が
主
催
す
る
第
二

十
五
回
全
国
消
防
操
法
大
会
が
、
十

月
十
四
日
（
金
）
長
野
県
長
野
市　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
、
四
十
七
都
道
府
県
か
ら

代
表
チ
ー
ム
（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

二
十
五
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
二
十
二
チ
ー
ム
）
が
、
日
頃
の

厳
し
い
訓
練
成
果
を
発
揮
し
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

今
年
四
月
に
は
九
州
の
皆
さ
ん
が
考

え
て
も
い
な
か
っ
た
熊
本
地
震
が
発

生
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
進
路

の
台
風
も
あ
り
、
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
加
え
て
今

後
大
規
模
な
地
震
津
波
の
発
生
も
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
」

の
趣
旨
を
実
現
す
る
た
め
、
私
た
ち

消
防
関
係
者
は
地
域
の
総
力
を
結
集

し
、
地
域
防
災
力
の
一
層
の
充
実
強

化
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。」
と
の
式
辞
に
つ
づ
き
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
ご
遺

族
代
表
か
ら
「
追
悼
の
こ
と
ば
」
を

い
た
だ
き
、
参
列
の
皆
様
に
よ
る
献

花
に
つ
づ
い
て
、（
一
社
）
江
戸
消

防
記
念
会
に
よ
る
鎮
魂
の
歌
（
木
遣

り
）
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
県
か

ら
は
、
協
会
か
ら
土
居
協
会
長
、
遺

族
会
か
ら
中
嶋
遺
族
会
会
長
ほ
か
四

名
の
ご
遺
族
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

部
に
伊
方
町
消
防
団
三
崎
分
団
、
指

揮
者
・
山
田
崇
班
長
、
１
番
員
・
宮

本
大
夢
団
員
、
２
番
員
・
石
本
学
団

員
、
３
番
員
・
中
村
俊
輔
団
員
、
４

番
員
・
片
岡
智
之
団
員
、
補
助
員
・

宇
都
宮
圭
班
長
が
二
十
五
番
目
に
出

場
し
、
応
援
隊
の
声
援
の
中
、
伝
統

あ
る
伊
方
町
ポ
ン
プ
車
操
法
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
惜
し
く
も
十
二
位
と

入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
県
代
表
と
し

て
見
事
な
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

全
国
消
防
操
法
大
会

第
二
十
五
回十

月
十
四
日
（
金
）

　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

勝
ち
抜
い
た
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
十

五
チ
ー
ム
、「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

十
七
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
厳

し
い
訓
練
成
果
を
発
揮
し
て
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
萬
條
業
務
執
行
理
事
の
総

指
揮
の
も
と
各
市
町
団
長
、
出
場
選

手
が
入
場
し
人
員
点
呼
を
行
い
ま
し

た
。
開
会
式
は
、
中
久
保
防
災
局
長

の
開
会
の
こ
と
ば
に
始
ま
り
、
第
二

十
七
回
大
会
優
勝
チ
ー
ム
か
ら
優
勝

旗
が
返
還
さ
れ
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

を
愛
媛
県
知
事
代
理　

髙
橋
防
災
統

括
部
長
・
土
居
消
防
協
会
長
が
行

い
、
来
賓
祝
辞
・
祝
電
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
後
、
選
手
を
代
表
し
て
東

温
市
消
防
団　

大
西
強
選
手
の
選
手

宣
誓
、
愛
媛
県
消
防
学
校　

近
藤
正

典
学
校
長
か
ら
競
技
上
の
注
意
の
説

明
が
あ
り
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
滞
り
な
く
進
み
全
て
の
競

技
が
終
了
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
閉
会
式
に
移
り
、

近
藤
学
校
長
か
ら
競
技
結
果
の
発
表

の
後
、表
彰
を
行
っ
た
。（
入
賞
チ
ー

ム
・
最
優
秀
選
手
は
表
の
と
お
り
。）

そ
の
後
、
中
川
業
務
執
行
理
事
の
万

歳
三
唱
、
井
戸
業
務
執
行
理
事
の
閉

会
の
こ
と
ば
で
大
会
は
終
了
し
た
。

愛媛県
　消防操法大会
7月31日(日）
愛媛県消防学校大規模訓練場

第29回優勝 伊方町消防団三崎分団

 ２　松山市消防団久米分団

 ３　西予市消防団宇和分団第２部

 ４　四国中央市消防団豊岡分団第２部

 ５　鬼北町消防団日吉方面隊第６分団

指揮者　松山市消防団久米分団

部長　石川　　進

１番員　松山市消防団久米分団

団員　森山　貴丸

２番員　内子町消防団内子方面隊内子分団第３部

団員　酒井　勝也

３番員　四国中央市消防団豊岡分団第２部

団員　髙橋　英明

４番員　松山市消防団久米分団

班長　武智　正豊

指揮者　伊方町消防団三崎分団

班長　田中　浩二

１番員　四国中央市消防団天満分団第１部

班長　寺尾進太郎

２番員　四国中央市消防団天満分団第１部

団員　清水　宏和

３番員　大洲市消防団正山分団

団員　思田　　亮

優勝 伊方町消防団三崎分団

 ２　伊方町消防団瀬戸中央分団

 ３　宇和島市消防団三間方面隊第４分団第３部

 ４　松山市消防団北条分団

 ５　大洲市消防団正山分団

ポ
ン
プ
車
の
部

小
型
ポ
ン
プ
の
部

最
優
秀
選
手

　ポ
ン
プ
車
の
部

最
優
秀
選
手

　小
型
ポ
ン
プ
の
部

選手宣誓

表彰式　小型優勝　伊方三崎

出場選手整列

表彰式　個人　最優秀選手たち
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命
の
灯
を
大
切
に

防
火
防
災
に
関
す
る
作
文

今
治
市
立
大
西
中
学
校　

二
年　

髙た
か 

橋は
し　

温は
る 

人と

　
「
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ー
！
」
夜
の
町
に

大
き
く
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
た
。

続
け
て
有
線
放
送
が
入
っ
た
。
火
事

だ
そ
う
だ
。
こ
の
町
は
火
事
が
無
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
数
は
少
な
い
。

年
に
数
回
程
度
だ
。
だ
か
ら
、
火
事

が
起
き
た
次
の
日
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
騒
ぎ
に
な
る
。「
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ

ー
！
」
最
初
の
サ
イ
レ
ン
か
ら
二
時

間
経
過
し
た
こ
ろ
だ
っ
た
だ
ろ
う

か
、
消
火
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
。

今
回
の
は
長
か
っ
た
な
、
ぼ
く
は
心

の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。
そ
の
消
火
活

動
に
人
の
命
が
左
右
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
、
懸
命
に
消
火
活
動
を
行
っ
て

い
る
人
が
い
る
こ
と
も
、
深
く
考
え

ず
に
。

　

数
年
前
、
ぼ
く
の
父
は
消
防
団
員

の
一
人
だ
っ
た
。
毎
日
用
が
あ
る
わ

け
で
も
な
か
っ
た
か
ら
、
あ
ま
り

そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
ま
だ
ぼ
く
が
幼
か
っ

た
と
き
、
夜
に
あ
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

っ
た
日
、
父
は
家
を
飛
び
出
る
よ
う

に
消
防
団
が
設
置
さ
れ
て
い
る
所

へ
向
か
っ
た
。
か
な
り
急
い
で
い
た

の
を
、
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
父
が

家
を
出
て
数
分
後
、
消
防
車
の
サ
イ

レ
ン
が
聞
こ
え
て
き
た
。
本
当
に
短

い
時
間
で
出
動
し
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
父
は
ぼ
く
が
寝
た
後
に
帰
っ
て

き
て
い
た
。
朝
起
き
て
玄
関
を
見
る

と
、
消
防
団
の
服
や
靴
が
そ
の
ま
ま

あ
っ
た
。
そ
の
火
事
が
ど
の
く
ら
い

ひ
ど
か
っ
た
か
、
話
は
聞
い
て
い
な

い
が
、
き
っ
と
大
変
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
ぼ
く
が
「
大
変
だ
っ
た
？
」
と

父
に
聞
く
と
、
父
は
「
と
て
も
疲
れ

た
よ
。」
と
だ
け
返
し
た
。
今
考
え

る
と
、
そ
の
消
火
活
動
に
人
の
命
が

左
右
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
簡
単
に

「
大
変
だ
」
と
は
言
え
な
い
の
だ
と

思
う
。
そ
れ
に
、
自
分
の
命
も
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
疲
れ
る

の
も
当
然
だ
。
そ
れ
で
も
誰
か
の
命

を
救
う
た
め
活
動
す
る
消
防
団
員

を
、
ぼ
く
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
と

思
う
。

　

ぼ
く
は
火
事
の
現
場
に
お
い
て
、

消
す
べ
き
火
と
消
し
て
は
い
け
な
い

灯
が
あ
る
と
思
う
。
一
つ
は
火
災
の

火
。
も
う
一
つ
は
命
の
灯
で
あ
る
。

火
災
の
火
は
一
刻
も
早
く
消
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
人
の

命
の
灯
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
消
防
団
は
地

域
を
守
る
た
め
に
も
、
必
ず
必
要
だ

と
思
う
。
地
域
の
消
防
団
は
、
消
防

隊
が
来
る
ま
で
に
、
消
火
の
準
備
ま

た
は
消
火
活
動
を
行
う
。
消
防
隊
だ

け
で
は
間
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
で
救

わ
れ
る
命
は
と
て
も
多
い
は
ず
だ
。

し
か
し
、
そ
ん
な
救
世
主
で
さ
え
、

そ
の
現
場
で
命
を
落
と
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
。
火
災
が
起
き
た
家

の
主
人
や
そ
の
家
族
は
助
か
っ
て

も
、
団
員
、
隊
員
が
命
を
落
と
し
て

は
、
そ
れ
は
救
命
活
動
失
敗
と
言
え

る
と
思
う
。
そ
う
は
な
ら
な
い
た
め

に
、
ま
ず
自
分
が
で
き
る
身
近
な
こ

と
は
、
と
に
か
く
火
事
を
起
こ
さ
な

い
こ
と
だ
。
火
の
危
険
性
を
よ
く
知

り
、
安
易
に
火
を
使
わ
ず
、
も
し
も

の
時
に
は
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い

か
、
初
期
消
火
の
仕
方
か
ら
避
難
の

仕
方
ま
で
、
し
っ
か
り
学
ん
で
お
け

ば
、
誰
も
命
を
落
と
す
心
配
は
無
く

な
る
。

　

自
分
の
命
を
危
険
に
さ
ら
し
て

も
、
地
域
を
守
る
消
防
団
員
。
彼
ら

の
よ
う
な
人
々
が
い
る
か
ら
こ
そ
、

自
分
た
ち
は
安
全
に
暮
ら
せ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を

も
ち
、
こ
の
先
も
暮
ら
し
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
少
し
で
も
火
災
で
命

を
落
と
す
人
が
い
な
く
な
る
よ
う
、

自
分
で
で
き
る
用
心
を
し
、
火
災
を

防
ぐ
方
法
を
学
ん
で
、
自
分
も
こ
の

地
域
を
守
れ
る
人
に
な
っ
て
い
き
た

い
。

　
「
水
だ
。
水
を
持
っ
て
来
い
。」

　

叫
び
声
が
聞
こ
え
た
。
空
気
に
さ

え
亀
裂
を
走
ら
せ
る
よ
う
な
、
緊
迫

感
が
伝
わ
っ
て
く
る
声
だ
っ
た
。
火

事
だ
。
あ
っ
と
い
う
間
に
建
物
の
形

を
失
わ
せ
、
火
の
勢
い
は
強
く
な
っ

て
い
く
。
近
所
の
人
た
ち
が
火
を
消

そ
う
と
、
田
ん
ぼ
に
使
わ
れ
て
い
た

ポ
ン
プ
で
水
を
か
け
て
い
た
。
そ
こ

に
い
ち
早
く
駆
け
付
け
た
の
は
、
地

域
の
消
防
団
の
人
た
ち
だ
っ
た
。
火

の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
に
、
的
確
に
火

元
を
見
極
め
、
手
際
よ
く
消
火
活
動

を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
活
動
は
、
消

防
車
と
消
防
隊
員
の
到
着
に
よ
っ
て

さ
ら
に
加
速
し
、
僕
の
予
想
よ
り
も

早
か
っ
た
火
の
回
り
以
上
の
速
さ
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
負
傷
者
を
出
す
こ

と
な
く
、
建
物
火
災
は
鎮
火
し
た
。

　

愛
南
町
で
は
、
火
災
が
起
き
た
場

合
、
防
災
無
線
で
消
防
署
か
ら
連
絡

が
あ
る
。
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
種
類

の
火
災
が
発
生
し
た
の
か
、
出
動
し

て
ほ
し
い
消
防
団
は
ど
こ
な
の
か
な

ど
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞

い
て
、
消
防
団
の
中
で
す
ぐ
に
動
け

る
人
た
ち
が
機
敏
に
行
動
し
消
火
活

動
に
あ
た
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
。

こ
の
消
防
本
部
の
判
断
が
、
防
火
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
僕
は
思

う
。

　

愛
南
町
に
は
、
旧
町
村
ご
と
に
、

三
か
ら
四
の
消
防
団
が
存
在
す
る
。

僕
が
住
ん
で
い
る
一
本
松
地
域
に

も
、「
一
本
松
方
面
隊
第
四
分
団
」

が
あ
る
と
言
う
。
消
防
団
員
を
年
齢

で
み
る
と
、
二
十
代
後
半
か
ら
四
十

代
半
ば
の
人
た
ち
が
多
い
。
家
庭
で

も
地
域
で
も
中
心
と
な
る
年
齢
の
人

た
ち
な
の
で
、
み
ん
な
生
計
を
立
て

る
た
め
の
生
業
が
あ
る
。
そ
の
上

に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
「
消
防
団

員
」
と
し
て
の
仕
事
も
行
っ
て
い
る

の
だ
。
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
大

変
な
こ
と
だ
と
思
う
。
僕
が
一
番
心

を
動
か
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
消
防
団

員
の
人
た
ち
が
、
定
期
的
に
詰
所
に

保
管
し
て
い
る
ホ
ー
ス
等
の
点
検
を

し
た
り
、
消
火
活
動
の
訓
練
を
し
た

り
し
て
い
る
こ
と
だ
。
僕
が
通
う
中

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
も
、
夜
、
訓
練

し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

誰
も
が
一
日
の
仕
事
を
終
え
て
家
に

帰
り
ほ
っ
と
す
る
そ
の
貴
重
な
時
間

を
使
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
よ

く
言
う
う
け
れ
ど
、
そ
の
思
い
を
実

際
に
行
動
に
移
し
て
い
る
人
は
ど
れ

く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う

僕
も
、
火
事
を
目
の
当
た
り
に
し
た

僕
に
で
き
る
こ
と
は

愛
南
町
立
一
本
松
中
学
校　

一
年　

田た　

原は
ら　
　

光
ひ
か
る

と
き
、
一
人
の
傍
観
者
に
し
か
な
れ

な
か
っ
た
。
学
校
で
は
火
事
や
地
震

を
想
定
し
て
繰
り
返
し
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
る
の
に
…
…
。

　

消
防
団
員
の
あ
る
人
が
、「
自
分

が
十
分
働
け
る
歳
に
な
っ
て
団
員
の

一
員
に
な
っ
た
ん
や
け
ん
。
や
ら
ん

と
い
け
ん
や
ろ
。
大
し
た
こ
と
は
で

き
ん
け
ん
ど
、
自
分
が
任
さ
れ
た
こ

と
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
や
っ
た

ら
、
誰
か
の
命
が
助
か
っ
た
り
誰

か
の
も
の
が
残
せ
た
り
す
る
け
ん

ね
。」
と
言
っ
た
。
で
は
、
今
の
僕

に
は
何
が
で
き
る
の
か
。
火
災
が
発

生
し
た
と
き
は
、
ま
ず
、
自
分
の
命

を
守
る
意
味
で
、
安
全
を
確
認
し
て

避
難
す
る
こ
と
。
興
味
本
位
で
見
に

行
き
消
火
活
動
の
邪
魔
を
し
な
い
こ

と
。
火
災
発
生
を
見
つ
け
た
と
き

は
、
近
く
の
大
人
に
連
絡
し
、
消
防

署
に
通
報
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
そ

し
て
、
大
人
に
な
っ
た
ら
、
地
域
の

消
防
団
員
と
し
て
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
し
て
、
地
域
の
役
に
立
ち
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

中学生の部【最優秀賞】

太
おお

田
た

　哲
てっぺい

平松前町立北伊予中学校

中学生の部【優秀賞】

木
きのした

下　若
わか

葉
ば

松山市立西中学校

小学生の部【優秀賞】
新
に い だ

居田　春
はる

樹
き

西条市立壬生川小学校　4年

小学生の部【最優秀賞】
村
むらこし

越　咲
さ き

希今治市立近見小学校　5年

最
優
秀
賞
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